
瀬戸・高松広域連携中枢都市圏取組事業ＫＰＩ一覧
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KPI KPI説明 単位 H27年度実績 H28年度目標 H28年度実績 ビジョン

最終年度

目標H35

ア 1 産学金官民一体となった

懇談会の設置・運営等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産学金官民一体となった懇談会を設置・運営し、連携中枢都

市圏において経済成長のけん引等に係る取組を検討するととも

に、ビジョンの進行管理を行う。

圏域における経済成長の

けん引等に係る連携事業

数

瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョンに掲載する圏域全体

の経済成長のけん引に係る事業（取組）数

事業 13 14 13 17 政策課

イ 2 中小企業経営力強化事

業

○ ○ 高松市が高松商工会議所と共催で開催する中小企業経営の

合理化・近代化の促進並びに従業員の資質向上等を目的と

した中小企業経営講習会について、連携市町の中小企業者

にも幅広く周知・宣伝を行い、参加を促すことで、圏域内の中

小企業・小規模事業者の経営力強化を図る。

講習会等受講者数 1年間に開催した講習会等の受講者数 人 2,108 2,325 2,198 2,500 産業振興課

ウ 3 ブランド農産物育成支援

事業

○ ○ ○ ○ 圏域内の特産農産物について、パンフレットの配布・作成やイベ

ントの活用等を通じて、連携してＰＲを行う。

たかまつ食と農のフェスタ

における出展者販売額

たかまつ食と農のフェスタを開催し、連携市町からも出展してもら

い、地域の特産物のＰＲ及び販売促進を図る。

千円 9,183 9,300 9,010 10,000 農林水産課

4 国内誘客促進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 圏域全体の観光資源を活用したプロモーションやファムツアーを

実施する。

観光施設等利用者数 市内の主な観光施設等利用者数 千人 6,654 6,640 6,895 6,640 観光交流課

5 観光プロモーション事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公益財団法人高松観光コンベンション・ビューローを実施主体と

して、観光プロモーション事業を行う。 評価対象外

― ― ― ― ― ― 観光交流課

6 海外誘客促進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 台湾や中国を中心に、圏域へ外国人観光客を誘致するため、

関係機関や県、近隣市町と連携を図りながら、観光プロモー

ションを積極的に行う。

香川県外国人延べ宿泊

者数

香川県内の外国人延べ宿泊者数 人 210,470 260,000 356,730 678,000 観光交流課

7 国内外観光客向け情報

発信事業

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 観光ホームページを活用して、圏域内の観光情報等を国内外

に発信する。

観光施設等利用者数 市内の主な観光施設等利用者数 千人 6,654 6,640 6,895 6,640 観光交流課

8 瀬戸内国際芸術祭推進

事業

○ ○ ○ 文化芸術の振興と瀬戸内の活性化や地域振興、世界に向け

ての情報発信に寄与するため、瀬戸内国際芸術祭を県、関係

市町及び福武財団等とともに、3年毎に開催する。芸術祭の

準備とともに、芸術祭終了後、恒久的に残す作品について、維

持管理及び運営を行う。

来場者数 圏域内の瀬戸内国際芸術祭来場者数

※次回開催の平成31年度を、都市圏ビジョン最終年度の目

標値に設定

人 ― 583,132 644,299 644,000

（H31）

文化芸術振

興課

9 新たな観光プランの企

画、販売等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公益財団法人高松観光コンベンション・ビューローが主体とな

り、「ぷち旅プラン（着地型旅行商品）」など、観光プランの企

画・販売事業を行う。

観光施設等利用者数 市内の主な観光施設等利用者数 千人 6,654 6,640 6,895 6,640 観光交流課

10 イベント交流の促進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高松市及び連携市町の祭りや全国的、国際的な会議、各種

イベントの周知宣伝活動を行うとともに、相互交流に取り組む。

まつり・イベント入込み客

数

観光客誘致に資するまつり・イベント実行団体発表の入込み客

数をカウント

人 1,283,962 1,346,200 1,230,385 1,373,200 観光交流課

11 デリバリーアーツ事業 ○ ○ ○ ○ 住民が身近なところで生の優良な文化芸術に触れる機会を提

供するため、公民館や公園、老人ホームなど住民の希望すると

ころに、音楽や舞踊などの文化芸術を出前公演する。メニュー

の選定は、高松市が委託している公益財団法人高松市文化

芸術財団が実施する。

鑑賞者数 参加を希望される協力団体の提供場所の規模により、鑑賞者

数に偏りがあるため、鑑賞者数では判断しかねる。限られた予

算の中で、公演の質の維持と事業を継続していくことを重点に

実施する。

人 1,540 1,800 1,657 2,500 文化芸術振

興課

12-1 文化芸術鑑賞等の機会

の提供（劇団四季ミュー

ジカル鑑賞）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高松市において実施される劇団四季「こころの劇場」ミュージカ

ル公演について、圏域内の児童（小学6年生）を招待する。

また、美術館機能を活用し、圏域内の小・中学生に美術鑑賞

学習（常設、特別展の鑑賞）や施設見学等の機会を提供す

る。

鑑賞者数 児童、先生をあわせた鑑賞者数（連携市町分含む）

高松市と連携市町の全6年生を招待しているため、児童数と引

率教員数が鑑賞者数となる。平成25年～27年の平均鑑賞

者数を基に目標比を算出する。

（H25:4,985人、H26：5,323人、H27：5,143人）

人 5,143 5,150 5,303 5,300 文化芸術振

興課

12-2 文化芸術鑑賞等の機会

の提供（美術館学習）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 高松市において実施される劇団四季「こころの劇場」ミュージカ

ル公演について、圏域内の児童（小学6年生）を招待する。

また、美術館機能を活用し、圏域内の小・中学生に美術鑑賞

学習（常設、特別展の鑑賞）や施設見学等の機会を提供す

る。

校数 参加校数 校 ― ― ― 35 美術館美術

課

13 観光バリアフリーのための

ＵＤマップ作成・活用事

業

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 年齢や性別、障がいの有無、国籍の違い等に関わらず、誰もが

快適に生活できるように、ＵＤ（ユニバーサルデザイン）の考え

方を取り入れたまちづくりを推進するため、ＵＤに対応した施設

等の情報を盛り込んだ、ＵＤマップの作成を検討する。

UDマップ掲載HP閲覧数 連携中枢都市圏のHPにUDマップを掲載する予定のため、掲

載後のHP閲覧者数をKPIとする

件 ― ― ― ― 政策課

資料3

連携協約項目 NO 事業（取組）名 連携する市町 事業概要 ＫＰＩ（成果指標）

高松市

担当課

1 圏

域

全

体

の

経

済

成

長

の

け

ん

引

産学金官民一体となった懇

談会の設置・運営等、国の

成長戦略実施のための体制

整備

産業クラスターの形成、イノ

ベーション実現、新規創業促

進、地域の中堅企業等を核

とした戦略産業の育成

地域資源を活用した地域経

済の裾野拡大

エ 戦略的な観光施策

平成29年度拡充事業

※「－」は、目標値・実績値がないもの
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KPI KPI説明 単位 H27年度実績 H28年度目標 H28年度実績 ビジョン

最終年度

目標H35

連携協約項目 NO 事業（取組）名 連携する市町 事業概要 ＫＰＩ（成果指標）

高松市

担当課

14 新病院整備事業 ○ ○ ○ ○ ○ 高松市が、高松市民病院及び香川診療所を移転統合した新

病院を整備し、圏域の医療水準の維持、充実を図り、医療を

安定的に提供できる体制を確保する。

建設工事の進捗率 年度ごとの建設（新築・機械・電気）工事の進捗率が計画ど

おり行われているか確認するもの

％ 0 17 15 100 新病院整備

課

15 医療人材の確保・育成 ○ 看護師・准看護師の養成施設に対して、運営費を助成し、圏

域における医療人材の確保育成を図る。

看護師等養成所卒業生

の資格取得率

看護師等養成所の運営に対して助成を行い、卒業生の資格

取得率の向上を図ることで、新たな医療人材の確保を達成す

る。

％ 97 100 100 100 保健対策課

（地域医療

対策室）

16 医療職員の交流等 ○ ○ ○ ○ ○ 高松市民病院が主催して、各公立医療機関等の医療職員

（医師・歯科医師は対象外だが、参加は可）に、実地での実

効性を高めるための交流研修を行う。

地域医療連携カンファレ

ンスの開催数

地域の連携医療機関の医師との医療連携を進めるため、地域

医療連携カンファレンスを開催し連携強化に努める

回 2 1 1 1 市民病院事

務局総務

課・経営企

画課

イ 17 ＩＣカードを利用した公

共交通利用促進事業

○ ○ ○ ○ ○ 鉄道系ＩＣカード（ＩｒｕＣａ）を活用することにより、圏域

内における公共交通サービスを高水準で均一なものとして提供

する。

公共交通利用促進事業

実施自治体数

取組の目的は、ＩＣカード「ＩｒｕＣａ」を利用した公共交通

利用促進事業を拡大することにより、公共交通の利便性を向

上し、利用の促進を図るものであり、施策の参加自治体を増や

す。

自治体 1 1 1 4 交通政策課

18 大学等と連携した、将来

の圏域を担うリーダーの育

成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 将来の圏域を担うリーダーを育成するため、大学等との連携を

強化する。

大学等との連携・協力事

業数

庁内照会により把握した大学等と高松市の連携・協力事業数 事業 93 95 94 130 政策課

19 産学官連携推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 圏域内の大学等（香川大学、高松大学・高松短期大学、香

川高等専門学校、徳島文理大学など）と相互に連携して、連

携中枢都市圏構想の取組事項に関する調査研究等を行う。

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 政策課

20 高松市民病院・塩江分

院・香川診療所運営事

業

○ ○ ○ ○ ○ 「市立病院は三つでひとつ」をスローガンに、急性期医療を提供

する市民病院、療養病床を有する塩江分院と香川診療所を

設置運営し、良質な医療を提供していることを踏まえ、患者の

受け入れ方策の一つである地域医療連携について、より一層の

強化を図るために、近隣市町の医療機関（主に公立病院）

に対して、患者の紹介・逆紹介等の交流を働きかけ、圏域の医

療提供体制の充実を図る。

紹介率・逆紹介率

（市民病院）

患者の紹介・逆紹介等の実施により、圏域の医療提供体制の

充実が図られるとともに、連携町からの患者を受け入れる。

％ 紹介率

59%

逆紹介率

90%

紹介率

50％以上

逆紹介率

70％以上

紹介率

61％

逆紹介率

79％

紹介率

50％以上

逆紹介率

70％以上

市民病院事

務局経営企

画課

21 救急医療体制の確保 ○ ○ ○ 在宅当番医制及び病院群輪番制の実施について支援を行

う。

市民満足度における「医

療体制の充実」の満足度

休日・夜間における初期及び二次救急医療体制の確保を図

ることで、市民が安心して暮らすことのできる環境づくりを目指

す。

％ 40 41 42 45 保健対策課

（地域医療

対策室）

22 救急艇の活用 ○ ○ ○ 圏域の島しょ部における救急搬送体制を強化するため、高松

市が整備した救急艇「せとのあかり」を活用した海上搬送ネット

ワークを構築し、島しょ部の救急患者の搬送を行う。 評価対象外

― ― ― ― ― ― 消防局総務

課

23 島しょ部(土庄町及び小

豆島町)への医師派遣事

業

○ ○ 高松市民病院の医師を、島しょ部である土庄町及び小豆島

町の自治体病院に派遣し、小豆島における医療水準の維持・

向上に貢献する。

医師派遣件数 医師の派遣に関する協定に基づく、派遣件数 件 12 12 12 24 市民病院事

務局総務課

24 遠隔医療ネットワークを

使った連携

○ ○ ○ ○ ○ かがわ遠隔医療ネットワーク（Ｋ-ＭＩＸ）を利用して、診療

情報の交換、地域の医療機関相互の情報の交換、患者の受

渡しなどを行う。 Ｋ-ＭＩＸのネットワークに参画している医療

機関が、中核病院（情報提供病院）である高松市民病院の

診療情報を参照することができる、「かがわ中核病院医療情報

ネットワーク」を利用し、検査の重複実施の抑制、医師に対する

病状説明の軽減や紹介・逆紹介を通じた円滑な病診連携を

促進する。

医療情報公開実績件数

（累計）

患者さんの同意に基づき、参加医療機関からの求めに応じた診

療情報（画像・カルテ等）の公開件数

年50件、H28～H35までの8か年の累計

件 101 50 45 400 市民病院事

務局医事課

25 「在宅療養後方支援病

院」の施設基準取得

及び「地域包括ケア病

棟」設置事業

○ ○ ○ ○ ○ 在宅療養後方支援病院の施設基準取得や地域包括ケア病

棟の設置に当たり、在宅療養及び退院前の在宅等復帰支援

等に関し、患者の状況などの情報交換を行う。

在宅復帰率 地域包括ケアシステムの中で、その一翼を担うため、地域包括

ケア病棟の開設し、患者の在宅復帰支援を行う。

％ ― ― ― 70 市民病院事

務局総務

課・医事課

2 高

次

の

都

市

機

能

の

集

積

・

強

化

ア 高度な医療サービスの提供

高度な中心拠点の整備・広

域的公共交通網の構築

ウ 高等教育・研究開発の環境

整備

3 圏

域

全

体

の

生

活

関

連

機

能

サ

ー

ビ

ス

の

向

上

ア 生活

機能の

強化に

係る政

策分

野

(ア) 地域医療

※「－」は、目標値・実績値がないもの
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KPI KPI説明 単位 H27年度実績 H28年度目標 H28年度実績 ビジョン

最終年度

目標H35

連携協約項目 NO 事業（取組）名 連携する市町 事業概要 ＫＰＩ（成果指標）

高松市

担当課

26 地域密着型サービス（認

知症対応型共同生活介

護）広域利用事業

○ 高松市地域密着型サービス事業者指定に係る制限に関する

要綱において、高松市域内の地域密着型サービス（認知症

対応型共同生活介護）については、原則、高松市転入後6か

月を経過しない者の利用又は入居はできないが、当該サービス

事業所がない直島町からの転入者には、6か月が経過していな

くても利用又は入居できる運用とする。

当該事業所周知率 当該サービス事業者の指導・監督権限を有するため周知を行っ

た割合

％ 100 100 100 100 介護保険課

27 医療介護連携事業 ○ ○ 高齢者が安心して暮らせる地域づくりを推進するため、在宅で

の医療と介護の在り方について検討し、医療機関と介護事業

者の連携強化に取り組む。

多職種連携構築度評価

平均得点

多職種連携研修等に参加している専門職による、地域の多職

種連携構築度評価の平均得点（最高10点、最低0点）

点 ― 6 4 10 長寿福祉課

（地域包括

ケア推進

室）

28 地域包括支援センター運

営事業

○ ○ ○ ○ 地域包括支援センターの運営に関する取組について、圏域内

の市町において情報交換会を開催し、ノウハウの共有や連携し

て解決すべき課題の検討などを行う。

自立高齢者率 介護・支援を必要としていない65歳以上の高齢者の割合 ％ 78.9 78.4 78.4 74.6 地域包括支

援センター

29 認知症ケア推進事業 ○ ○ ○ ○ 「認知症地域支援推進員」の配置、状況に応じた適切なサ ー

ビス提供のための「認知症ケアパス」の普及や、認知症の初期

から複数の専門職が訪問支援等を行う「認知症初期集中支

援チーム」の設置・活用等、認知症ケアの推進に必要な取組に

ついて、研修会、情報交換会を開催する。

認知症サポーター数（累

計）

認知症サポーター養成講座の受講人数 人 34,279 34,000 38,844 56,700 地域包括支

援センター

30 地域ケア会議推進事業 ○ ○ ○ ○ 地域ケア会議関係者のスキルアップを図るための研修会を圏域

全体で開催し、「地域ケア会議」を実効性のあるものとして、定

着・普及させる。

地域課題を解決するため

の取組をしている地区数

地域ケア小会議（地域福祉ネットワーク会議）において、地域

課題を解決するための取組をしている地区数

地区 4 48 28 48 地域包括支

援センター

31 徘徊高齢者保護ネット

ワーク

○ ○ ○ ○ 徘徊高齢者の早期発見・早期保護を圏域において協力して実

施する。

徘徊高齢者保護ネット

ワークによる発見率

徘徊高齢者保護ネットワークに提供された、徘徊高齢者の捜

索依頼件数に対する発見件数

％ 92 100 95 100 長寿福祉課

32 介護認定審査会事業 ○ ○ ○ 「介護認定審査会業務の事務委託に関する規約」に基づき、

三木町・直島町・綾川町の各介護認定審査会業務について、

高松市が各町から受託して実施する。

介護認定審査会開催件

数

原則週２回開催される介護認定審査会開催の開催数（グ

ループ毎の合計）

回 794 804 775 804 介護保険課

33 自立支援協議会運営事

業

○ ○ 障がい福祉の関係機関等で構成される高松圏域自立支援協

議会の中心となる相談事業所と連携し、障がい者への支援に

努める。

全体会開催回数 定期的な情報共有を図るとともに、検討する場として開催して

いる、全体会開催回数を成果指標とする。

回 2 2 2 2 障がい福祉

課

34 障害支援区分等審査会

業務の連携

○ ○ ○ 高松市の障害支援区分等審査会において、各町から依頼され

る審査業務を行うことにより、障害支援区分等認定業務の実

施と効率化を図る。

審査会開催回数 原則毎週水曜日に審査会を開催していることから、開催回数

を成果指標とする。

回 50 50 48 50 障がい福祉

課

35 ファミリー・サポート・セン

ター事業

○ ○ ○ 仕事と育児の両立を支援し、子育てしやすい環境をつくるため、

地域において育児の援助を受けたい人と行いたい人が会員とな

り、育児について相互に助け合う会員（有償ボランティア）組

織をつくり、その拠点として、「たかまつファミリー・サポート・セン

ター」を設置し、会員組織の運営管理や相互援助活動の調

整・支援などを行う。

ファミリー・サポート・セン

ター事業利用件数

ファミリー・サポート・センター事業利用件数 件 6,369 7,000 6,686 7,000 こども未来館
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高松市

担当課

36 移動図書館巡回事業 ○ 高松市移動図書館車が公立図書館のない地域に巡回し、図

書の貸出・返却、リクエスト（本の予約等）など、図書館サ ー

ビスを提供する。

貸出冊数 直島町の巡回ステーション2か所における年間図書貸出冊数 冊 6,579 7,000 7,084 7,000 中央図書館

37 読書推進ボランティア養

成事業

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 絵本の読み聞かせやブックスタートを行うボランティアのほか、対

面朗読ボランティアなどの技術の習得や向上を図るため、連携

市町のボランティア（グループ）も参加対象として、講座や研修

会を開催する。

年間受講者数 読書推進に係るボランティア養成講座の年間受講者数 人 242 120 95 120 中央図書館

38 帰国児童等支援事業 ○ ○ 近隣自治体と比較して、支援ケースが多い高松市の支援者情

報と、近隣自治体の支援者情報を共有する。

指導を行った件数／指導

が必要な帰国児童等

帰国児童等への日本語指導等対応率 ％ 100 100 100 100 学校教育課

39 特別支援教育推進連携

事業

○ ○ ○ ○ 高松市で実施する特別支援関係研修会を連携市町との共催

で行う。

相談訪問件数／相談希

望校数

相談希望校等への相談訪問率 ％ 100 100 100 100 学校教育課

40 こども未来館学習体験事

業

○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成29年度から、高松市こども未来館で実施するこども未来

館学習について、利用を希望する圏域内の小・中学校にも提

供する。

こども未来館学習参加校

数

こども未来館学習参加校数 校 ― ― ― 50 こども未来館

41 史跡・遺跡の調査研究

及び発信

○ ○ ○ 圏域内の史跡・遺跡の調査研究について、その成果を紹介し、

情報発信を連携して行う。

講座等参加者数 圏域内の史跡・遺跡の調査研究について、講座等でその成果

を紹介し、情報発信を連携して行う。その参加者数。

　人 3,674 3,000 5,338 6,500 文化財課

42 高松市埋蔵文化財セン

ターの運営

○ ○ ○ ○ ○ 埋蔵文化財の調査技術、調査成果等に関する情報交換を行

うとともに、埋蔵文化財の情報発信事業（展示等）のための

資料の相互貸借を行う。

施設利用者数 埋蔵文化財の調査技術、調査成果等に関する情報交換を行

うとともに、埋蔵文化財の情報発信事業（展示等）のための

資料の相互貸借を行う。その利用者数。

人 6,216 3,000 4,431 6,500 文化財課

43 中学校総合体育大会等

の連携

○ ○ 関係町教育委員会や高松地区中学校体育連盟が連携し、

高松地区中学校総合体育大会等の体育大会を開催する。

中学校総合体育大会等

における実施競技数

中学校総合体育大会・中学校新人体育大会における実施競

技数に、中学校駅伝競走大会を加えた競技数

競技 18 18 18 18 保健体育課

44 高松市屋島競技場の活

用（「高松市屋島陸上

競技場（仮称）の活

用」から事業（取組）名

変更）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 関係団体と連携し、競技場において圏域内の住民が参加でき

る競技会や各種イベントを開催する。競技会や各種イベントの

参加を始め、圏域内の住民による競技場の施設利用促進及

び住民の相互交流を図る。

屋島競技場利用者数 屋島競技場の利用者数

※旧屋島陸上競技場閉場前35年間の平均値:62,827人

人 ― ― ― 120,000 スポーツ振興

課

45 地域密着型トップスポー

ツチームの試合観戦機会

等の提供

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 圏域内の児童生徒等に、高松市内を拠点に活動している地

域密着型トップスポーツチームの試合観戦の機会を提供する。

また、当日試合会場でのイベントを通じて、市町間の交流促進

や市町民の一体感の醸成を図るとともに、各市町の観光などを

ＰＲすることにより、県外サポーター等の誘客につなげる。

トップスポーツチーム試合

観戦者数

地域密着型トップスポーツ4チームのホームゲームにおける観戦

者数

人 119,384 135,900 118,500 179,200 スポーツ振興

課

46 グリーン・ツーリズム等農

業振興事業

○ ○ ○ 圏域のグリーン・ツーリズムに関する情報を圏域住民にＰＲし、

グリーン・ツーリズムの推進を図るほか、農業振興に係る農地情

報等の連携を図る。

グリーン・ツーリズム実践

団体来場者数（協議会

会員のみ）

農業体験等のグリーン・ツーリズムを推進し、都市住民との交流

促進及び農業所得の向上を図る。

千人 170 172 168 200 農林水産課

47 獣害対策事業 ● 三木町と連携して東植田町と三木町朝倉地区に生息域を拡

大しているニホンザルの出没場所・被害場所を集約し、捕獲場

所の選定を行い、効果的な捕獲檻の設置を実施する。

ニホンザル被害の軽減

（面積）

高松市・三木町の鳥獣被害防止計画に基づく、ニホンザルの

農作物への被害面積

ha 2.44 ― ― 2.02 農林水産課

48 産学官連携推進事業

【再掲】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 圏域内の大学等（香川大学、高松大学・高松短期大学、香

川高等専門学校、徳島文理大学など）と相互に連携して、連

携中枢都市圏構想の取組事項に関する調査研究等を行う。

大学等との連携・協力事

業数

庁内照会により把握した大学等と高松市の連携・協力事業数 事業 93 95 94 130 政策課

49 生涯学習推進事業 ○ ○ 生涯学習の推進に向けた取組を連携して行う。 生涯学習コーディネー

ター養成講座参加人数

本市がほぼ毎月開催している生涯学習コーディネーター養成講

座への年間参加延べ人数

人 464 478 413 488 生涯学習セ

ンター

50 男女共同参画センター学

習研修事業

○ ○ ○ 高松市男女共同参画センターで実施している各種講座の情

報提供や出前講座を実施する。

学習研修事業参加者数 学習研修事業に参加することによって、男女共同参画に関する

意識が啓発される可能性が高いため。

人 3,295 3,650 2,263 5,000 政策課

（男女共同

参画推進

室）

教育・文化・ス

ポーツ
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高松市

担当課

51 災害時相互応援協定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 圏域における各市町が、地震等による大規模な災害時におけ

る防災対策の一層の充実強化を図るために、物資・労力等の

相互応援を行う。
評価対象外

― ― ― ― ― ― 危機管理課

52 香川県消防相互応援協

定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 消防組織法（昭和22年法律第226号）第39条の規定によ

り締結されている香川県消防相互応援協定に基づいて大規模

災害等発生時に相互に応援を行う。 評価対象外

― ― ― ― ― ― 消防局総務

課

53 高松空港及びその周辺

における消火救難活動に

関する協定

○ ○ 高松空港や圏域における航空機災害発生に際し、各市町の

消防機関が空港事務所と連携して、消火救難活動を行う。 評価対象外

― ― ― ― ― ― 消防局総務

課

54 消防業務の事務委託 ○ ○ 消防組織法及び消防法に定める近隣町の消防事務（消防

団に関する事務、水利施設の設置、維持及び管理に関する事

務並びに水防に関する事務を除く）を高松市が受託し、処理

する（委託者は、委託事務に要する人件費及び物件費を負

担する）。

評価対象外

― ― ― ― ― ― 消防局総務

課

55 地域防災対策事業 ○ 高松市地域防災計画に基づき、震災対策活動の習熟及び防

災関係機関との連携強化、市民の防災意識の高揚等を図る

ため、大地震を想定した震災対策総合訓練を実施する。開催

場所については、消防署の管轄区域ごとに、北署・東署・南

署・西署の順番に持ち回りで決定する。

圏域市町との防災行政

無線等を活用した通信訓

練を行う連携市町数

災害時の通信方法の確認のため、防災行政無線等を活用し

た通信訓練を行い、相互の応援要請や被害状況等の把握を

行う。

自治体 0 1 1 7 危機管理課

56 一般廃棄物の処理・処

分に関する業務

○ 高松市は、綾川町から委託を受け、西部クリーンセンターにおい

て、綾川町の区域から排出される一般廃棄物（し尿及び浄化

槽汚泥を除く。）の中間処理（焼却、破砕）を行う。また、高

松市国分寺地区から排出される一般廃棄物を中間処理した

後に生じる残さの埋立処分に関する業務を綾川町に委託す

る。

評価対象外

― ― ― ― ― ― 西部クリーン

センター

57 し尿処理に関する業務 ○ ○ 三木町・綾川町から排出された、し尿及び浄化槽汚泥の処理

業務を高松市が受託し、処理する。また、高松市と綾川町が

共有している高松市国分寺町し尿貯留槽の管理を、綾川町

が受託し、管理する。

評価対象外

― ― ― ― ― ― 衛生センター

58 環境学習等推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 環境学習講座や緑のカーテン作り方講座について、受講者を

圏域全体から募集するなど、環境保全に関する学習・普及啓

発等の活動を圏域が連携して実施する。

環境学習講座参加者数 環境学習講座（環境ワークショップ）、出前講座及び自然観

察体験事業の参加者数の合計

人 2,611 2,180 2,210 2,400 環境保全推

進課

59 環境負荷の少ない自動

車の普及促進

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 次世代自動車の優れた環境性能の情報提供等、環境負荷

の少ない自動車の普及促進に向けた取組を連携して実施す

る。

電気自動車保有台数 環境に負荷の少ない電気自動車を多くの市民に周知すること

により、自動車の新規購入や買換えの際における電気自動車

購入の意識付けを行う。また、市が設置した急速充電器の運

営を行うとともに、市内の充電設備の情報提供を行うことなどに

より、電気自動車の普及を図る。

台 211 305 258 1,665 環境総務課

（地球温暖

化対策室）

60 小型家電等リサイクル推

進事業

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 小型家電等のリサイクルについて、年1回程度の担当者会議を

開催し、事業の実績や課題について情報交換を行い、相互に

連携して取り組む。 広域の各種イベント等（不法投棄クリーン

作戦など）において共同して、啓発活動を行う。

年間回収量 市が実施するボックス回収・ピックアップ回収・イベント回収により

回収された使用済小型家電の総量

トン 18 18 15 20 環境業務課

61 不法投棄対策事業の推

進

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高松市と隣接している三木町及び綾川町については、市町境

周辺において協働でクリーン作戦を行い、それ以外の市町につ

いては、共通する瀬戸内海の海岸線において、高松市のあじの

海岸のクリーン作戦を行う時期の前後で同様の清掃活動を行

う。また、年に1～2回各市町の担当者が一堂に会して、不法

投棄防止対策を協議する。

不法投棄撲滅ふれあいク

リーン作戦参加者数

各市町が連携して地域住民及びボランティア参加のクリーン作

戦を実施することで、地域の環境美化と不法投棄撲滅に対す

る意識啓発を図る。

人 7,122 6,600 6,800 8,000 環境指導課

（適正処理

対策室）

(カ) 災害対策
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連携協約項目 NO 事業（取組）名 連携する市町 事業概要 ＫＰＩ（成果指標）

高松市

担当課

62 ＩＣカードを利用した公

共交通利用促進事業

【再掲】

○ ○ ○ ○ ○ 鉄道系ＩＣカード（ＩｒｕＣａ）を活用することにより、圏域

内における公共交通サービスを高水準で均一なものとして提供

する。

公共交通利用促進事業

実施自治体数

取組の目的は、ＩＣカード「ＩｒｕＣａ」を利用した公共交通

利用促進事業を拡大することにより、公共交通の利便性を向

上し、利用の促進を図るものであり、施策の参加自治体を増や

す。

自治体 1 1 1 4 交通政策課

63 コミバス等へのＩｒｕＣ

ａ導入事業

○ ○ ○ ○ ○ 連携市町のコミバス、乗合タクシーの利用者が、ことでんが発行

するＩｒｕＣａを使って各市町のコミバス等を利用できるよう

システムを導入する。

コミバス等へのＩｒｕＣ

ａ導入事業に参加した自

治体数

取組の目的は、ＩＣカード「ＩｒｕＣａ」による各種割引サー

ビスの適用を受けることができるよう、コミバスにシステムを導入

し、利便性の向上を図るものであり、施策の参加自治体数を増

やす。

自治体 1 1 1 4 交通政策課

64 橋りょう改築修繕事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高松市が、長寿命化修繕計画に基づき、計画的に実施してい

る橋りょうの修繕について、連携市町との行政区域界の橋りょう

の点検及び修繕を連携して進める。また、橋りょう長寿命化修

繕計画について圏域全体で情報共有を行う。
評価対象外

― ― ― ― ― 道路整備課

65 道路新設改良事業 ○ ○ ○ ○ 高松市における生活道路（市道）の新設改良工事につい

て、圏域全体で情報共有を行うほか、行政区域界の事業につ

いて、連携して進める。 評価対象外

― ― ― ― ― 道路整備課

(ウ) 地域の生産

者や消費者

等の連携によ

る地産地消

66 ブランド農産物育成支援

事業

【再掲】

○ ○ ○ ○ 圏域内の特産農産物について、パンフレットの配布・作成やイベ

ントの活用等を通じて、連携してＰＲを行う。

たかまつ食と農のフェスタ

における出展者販売額

たかまつ食と農のフェスタを開催し、連携市町からも出展してもら

い、地域の特産物のＰＲ及び販売促進を図る。

千円 9,183 9,300 9,010 10,000 農林水産課

67 自然体験等を通じた住

民の交流の促進

○ ○ ○ ○ ○ ○ 自然体験等を盛り込んだイベントを開催し、圏域内の児童生

徒等の参加を誘致する。

ホームページアクセス数 イベント情報を掲載する瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の

ホームページのアクセス数

件 ― ― ― 今後アクセス数

の状況をみて設

定

政策課

68 移住・交流促進事業 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 人口減少、少子・超高齢社会に対応するため、香川県とも連

携しながら、圏域のイメージアップや地域の活性化に資するた

め、Ｕターン希望者への就職相談等や圏域のお出かけマップの

作成などの移住・交流促進策に取り組む。

圏域市町全体での社会

増減

圏域内の市町が協力・連携して、移住・交流を促進することに

より、圏域への人口流入に寄与することができるため。

人 -134 619 472 1,850 政策課

69 人材育成事業、合同研

修等の実施

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 圏域の自治体職員の研修を合同で実施することにより、職員

の能力向上を図るだけでなく、市町域をまたがり、交流や連携を

図り、共通認識を持って課題等に取り組む職員を育成する。

合同研修の開催回数 合同研修の機会を増やし、圏域自治体職員の能力向上及び

市町域をまたいだ交流や連携を図るため。

回 5 5 6 6 人事課

70 地域コミュニティ人材養成

事業

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 今後の地域コミュニティ活動等に対する意識を高めるとともに活

性化を図るため、地域コミュニティ協議会等向けに外部講師を

呼んで講演会を行う。

講演会・講習会の参加者

数

地域のリーダー養成を目的として実施している人材養成事業の

参加者が増加することで、地域コミュニティの自立と活性化が図

られる。

人 322 360 310 360 コミュニティ推

進課

71 公共施設の共同利用、

共同設置に関する調査・

研究事業

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公共施設の多くが、今後建替えや大規模修繕が必要になる時

期を迎えることを見据え、圏域内における公共施設の共同利

用、共同設置に関する調査・研究を行う。

― ― ― ― ― 財産経営課

（ファシリティ

マネジメント

推進室）

地域内外の

住民との交

流・移住促進
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(ア) 地域公共交

通

(イ) 道路等の交

通インフラの整

備・維持

(エ)

平成29年度拡充事業

※「－」は、目標値・実績値がないもの


